
情報セキュリティを統括する部署・責任者・ご担当者様へ

店舗や事務所等での情報紛失・漏洩等の事故発生リスクを低減する

情報管理態勢の現状診断＆
改善コンサルティングのご紹介

店舗や各地の事務所等での情報管理状況への取り
組みに不安がある
• 各店舗や拠点任せだが、個人情報はきちんと管理されているのだろ
うか

• 現場からは問題ナシと報告されるが、実体と合っているのだろうか

どこまで取り組めば問題ないと言えるのか分から
ない
• 平均的な取り組みの水準など、ベンチマークとなる情報を持ってい
ない

• そもそも自社の取り組み水準が高いのか低いのかもよく分からない

情報管理状況の点検をしたいが、何をチェック
すればいいのか分からない

など

⚫ 現地に行って点検をしたいが店舗
や拠点数が多くマンパワー的に対
応できない。

⚫ 取り組んでも売り上げが伸びる訳
ではないし、社員の負担も増える。
お客様にもメリットが見えにくい。

⚫ 他にもやることはあるし、とりあ
えず後回しにしておこう。

情報漏洩等の事故は
ある日突然起こります!!

情報漏洩等の事故が起こらないよう予防し、万が一事故が発生しても被害が可能な限り小さくなるよ
う、現状把握から改善策の立案までをトータルにご支援します。

<実施施策例> 対象となる店舗や事務所等を訪問し、関係者へのヒアリング、目視により現
状を評価。評価結果を踏まえ、現状を改善するための現実性の高い施策を提案し、合わせて
関連規程やツール（チェックシート等）の作成・修正等を行います。

お客様への対応やマスコミ対応等で、多大なコスト、
時間を投入せざるを得なくなる

個人情報漏洩は個人情報保護法違反で刑事罰対象で
あると同時に、民事の損害賠償リスクが発生

社会的信頼・お客様からの信頼を失い企業の存立
自体が脅かされる

このような悩みを抱えていませんか？

実際に情報漏洩等の事故が起こると？

本サービスの特徴

本サービス利用で何が変わるか？

担当者

⚫ 自社の取り組みの現状のレベル感が分かる
⚫ 現状を改善するためには何に取り組むべきか

が分かる
⚫ 最適な施策に注力すればよく、無駄な投資、

労力の投入をしなくて済む

⚫ 事務所内で顧客からの商品注文資料1000
件超を紛失。社内移動中に紛失の可能性
(小売)

⚫ 個人情報を通常ゴミとして廃棄し、ゴミ
捨て場から顧客情報数百件が漏洩(公共)

⚫ 従業者がUSBに患者情報を無断コピーし持
ち帰り、帰宅時に紛失(医療)

【事故事例】

⚫ 日々の情報管理等で遵守すべき事項や方針が明
らかになる

⚫ 各地の事務所や店舗等に対して第三者が実地調
査を行うことで、本部の本気度を示すことがで
き牽制力が高まる 等

金融機関をはじめとする情報セキュリティの要求水準が高い業界や、小売業・不動産業等における豊
富なコンサルティング実績から、貴社の状況や要望に合わせた、実効性の高い改善策をご提案し、改
善策の実現までをサポートします！



入口
キャビネット

シュレッダー

バックヤード
（倉庫など）

ゴミ箱

パソコン

机上

情報管理・情報セキュリティ関連業務の実績

情報管理体制の現状診断＆改善コンサルティングのご紹介

【事務所におけるチェックポイント例】

⚫ 個人情報保護に係る実施態勢の強化のための施策検討（保険会社、証券会社）
⚫ 情報管理の高度化及び臨店教育に関する業務支援（都市銀行）
⚫ 情報セキュリティ管理レベルにかかるコンサルティング（金融持株会社）
⚫ 売場の顧客名簿管理の管理体勢改善コンサルティング(小売)
⚫ 営業拠点の情報セキュリティ管理体勢改善コンサルティング（不動産）
⚫ 情報セキュリティに関する社内規程・ルール類の見直しに係るコンサルティング（都市銀行等）

など、多数

本チラシではご紹介しきれていない情報、実施事例等が多数ございます。詳しくは弊社担当者までご遠慮なくお問い合わせください。

実施スケジュール例

まずは無料の診断を!

契約前 1ヶ月 2ヶ月
3～
5ヶ月

6ヶ月～

⚫ 簡易診断
（1～2か所を実際
に見て、現状を
ご報告します）

⚫ 店舗・事務所調査を踏まえ
た規程等の修正、研修の実
施など、情報管理体制をよ
り強固なものとするための
お手伝いを致します

⚫ 現場チェック
シートの作成

⚫ 調査店舗・事務
所の決定

⚫ 店舗・事務所
調査実施
(目視＆
ヒアリング)

⚫ 調査結果の報告
⚫ 改善方向性の提案
⚫ 規程やツール類の
修正

至る所に
事故リスクが
ある！

【店舗におけるチェックポイント例】

カウンタ周り

キャビネット

パソコン

店舗構造
バックヤード

チェックシート（例） 報告書（例）

■確認内容（担当者記入）

#
業務

プロセス
電子 紙 確認項目 自由記述

1 - - -

受領した「記入用紙」に、利
用目的等の明示があるか、利
用主体に当社が含まれてい
るか？

・利用目的が明示されており、利用主体に当社が含まれる
・記入用紙には含まれないが、別紙で提示している
・利用主体に当社が含まれず、改善が必要　等

2 - - -

（事前に確認できなかった場合）

手順確認書の提出状況確認

3 - - -

【印象】売り場の構造に、情報
管理上課題があるか？

4
調査対象
の確認 ● ●

名簿以外に個人情報を管理
しているか？

・店舗で実施する講習会への参加者一覧ノートがある
・DM印刷のためだけに、名簿とは別にEXCELファイルで個
人データを管理している　等

5
調査対象
の確認

●

個人情報を取り扱うパソコン
はあるか？

はい　→　台数（　　　　　　）
　　　　→　ワイヤロック実施状況
　　　　　　　あり　　・　なし　・　あり／なし混在

いいえ

6 保管 ●

パソコン以外に、個人情報を
扱うシステム・電子機器はあ
るか？

・カシオのハンディターミナル
・iPad
など

15 保管 ●

名簿の保管場所は鍵がかか
る場所であるか？

・「鍵がかかる」程度を確認
（例）鍵はかかっているが、頻繁に出し入れされる他の情報と
共有場所に配置されている等

16 保管 ●

名簿は当社の運用ルールに
のっとり、日々枚数確認され
ているか？

※最初に「個人情報の記入用紙」のブランク用紙を貰う（複数種類ある場合は、全て貰う）

○×△

調査対象を確認します。

紙媒体の名簿についてお伺いします。

目視

目視

聞

聞

目視

聞

聞

聞

聞

大項目 中項目 小項目名

共通

教育 情報セキュリティ意識の不足

構造的要因

スペース不足

事務量・業務量の多さ

送信物の種類の複雑さ

取扱情報の種類

取扱情報の量

・・・

・・・

事故発生後の対応

管理者の意識・対応

再発防止策の実効性

・・・・

担当者判定 臨店印象

店舗内・拠点内の
環境

スペース不足

店舗・拠点のコミュニケーション状況

整理整頓状況

・・・・

紛失

外訪中 紛失・盗難

貴社後 情報の放置・残地状況

情報持出し
持ち出し時のルール運用形骸化・無断持出

不要情報の持ち出し

・・・ ・・・ ・・・

臨店用チェックリスト作成観点の例

ISOや各種法令等に準拠したチェックシートを作成

業務 営業部門 審査担当部門 （建物管理） お客様 <システム>

事
前
準
備

保
管

営業

建物管理
に移送

システム
土地情報
取得

誤廃棄・紛失の可能性保管

書類
受領

紛失・盗難の可能性

中略

保管 誤廃棄・紛失の可能性

３ 業務プロセスとリスクポイントの明確化

業務フロー例

【現状】鍵付き引き出しへの保管
【対応ルール】○○細則
【臨店】遵守状況は△・・

【現状】移送時の原則ルール作成
【対応ルール】なし
【臨店】対応が俗人的・・・

【現状】グループ会社の現状は不明
【対応ルール】なし
【臨店】－

成熟度レベル

5 最適化

4 管理され、
測定が可能である

3 定められた
プロセスがある

2 再現性はあるが
直感的

1 初期／その場対応

0 不在

報告書

高

低

A

C

※CoBIT4.0 成熟度モデルよりMRI作成

御社の情報管理レベルは、「1. 初期／その場対応」から「3. 定められたプロセスがある」の間にあると評価できる。

B

D

E

F

「情報管理FAQ」の作成

⚫ ルールを見るという文化が定着していない。まずは、ルールよりはハードルの
低い「FAQを見る」という行為の定着をはかる。

⚫ FAQのコンテンツは臨店時の質疑応答、既存ルールのチェック等により作成。

5S活動に合わせて活用できる研修コンテンツの作成

⚫ 上記FAQと連動させ、情報管理に関する簡単な研修コンテンツと理解度診断
テストを作成。

⚫ 月１回程度実施し、回答に際しては上記FAQを必ず見る仕組みを埋め込む。

情報管理に関する問い合わせ窓口の一元化

⚫ 情報管理上の課題や疑問が生じた時の確認先や方法が人によって異なるた
め、ノウハウの蓄積が属人的になっている可能性が高い。

顧客情報等の重要な情報を持ち運ぶ際のツールの作成

⚫ 重要な情報に対する認識を高めるため、お客様情報が記載された情報を持
ち歩く際の専用クリアフォルダ（赤色や縞模様で目立つようにする）を作成し、
営業所に配布。

⚫ お客様情報を鞄に入れて持ち歩く際は、本クリアファイルに入れての持ち運
びを義務づける。

など

課題

御社の現状や課題等をわかりやすく整理

本コンサルティングの成果物イメージ

株式会社 三菱総合研究所 営業本部 TEL：03-6858-3493 Email： service@mri.co.jp

（担当 デジタルイノベーション部門 ビジネスコンサルティング本部 浦嶋）
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